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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第１四半期累計期間
第44期

第１四半期累計期間
第43期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

営業収益 (千円) 1,350,813 1,276,469 5,490,608

経常利益 (千円) 790,078 734,058 3,152,410

四半期（当期）純利益 (千円) 449,326 438,295 1,722,431

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 2,307,848 2,307,848 2,307,848

発行済株式総数 (株) 109,935 109,935 109,935

純資産額 (千円) 20,147,026 21,528,667 21,255,251

総資産額 (千円) 52,206,175 53,200,300 51,984,208

１株当たり四半期（当期）純利益
金額

(円) 4,087.75 3,987.40 15,669.86

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 3,000

自己資本比率 (％) 38.6 40.5 40.9

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．営業収益には消費税等を含んでおります。

３．持分法を適用すべき関連会社がないため、持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容の重要な変更及び関

係会社の異動は以下のとおりであります。

　

（事業の内容の重要な変更）

当社は不動産担保ローンを専業として事業展開してまいりましたが、今後の業容の拡大を図るべく、当社がこ

れまで培ってきたノウハウを活用できる隣接事業を構築するため、平成24年４月11日に、子会社（出資比率

100％）を設立し、債権の管理回収事業に進出いたしました。

　

（主要な関係会社の異動）

当社は、平成24年４月11日に100％出資子会社となるアサックス債権回収株式会社を設立いたしましたが、四半

期純利益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、現時点では重要性がないため、非連結子会社としており

ます。

この結果、平成24年６月30日現在では、当社グループは、当社、非連結子会社１社及びその他の関係会社１社で

構成されております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、復興需要等が牽引となり景気は緩やかな回復傾向で推移いたしま

したが、一方で欧州債務危機の拡大を背景として、米国、中国をはじめとした世界経済の減速懸念は未だ収束へは向

かっておらず、日本国内においてもその影響を受け、株安の進行、円高の長期化等停滞感が増してきており、先行き

に対する警戒感は依然として払拭できない状況にあります。

不動産金融市場におきましては、当社の主要エリアであります首都圏における不動産の流動性は前事業年度に引

き続き堅調に推移いたしましたが、前述の国内経済の下振れリスクが不動産の流動性に影響を及ぼすことが懸念さ

れる等、今後の動向には引き続き留意する必要があります。

このような環境の下、当社におきましては、第１四半期累計期間においては首都圏における不動産市況が堅調に

推移しており、また、資金需要も安定的に推移したことから、インターネット広告を中心としたプロモーション活動

を強化する等、新規顧客の獲得に積極的に取り組んだことにより、第１四半期累計期間における新規貸付額は前年

同四半期比1,053,100千円（22.0％）増加となりました。一方、債権管理においては、国内経済の下振れリスクや自

然災害リスクを考慮する等、従来より重視しておりました与信判断や債権メンテナンスを強化徹底し、健全な債権

内容の維持に努めてまいりました。その結果、当第１四半期会計期間末における営業貸付金残高は前事業年度末の

48,455,338千円から1,349,723千円（2.8％）増加の49,805,062千円となりました。

営業損益については、期中平均貸付金残高が前年同四半期比1.2％の増加と僅かながらプラスとなったものの、全

体的な貸出利率の低下に加えて前事業年度に実施した金利優遇キャンペーンの影響もあり、平均貸出利率が前年同

四半期比で低下したこと等により、営業貸付金利息は前年同四半期比66,125千円（5.8％）の減少となりました。ま

た、前述のとおり新規貸付額が前年同四半期比22.0％増加となったことに伴う手数料収入の増加があったものの、

販売用不動産の在庫減少に伴い不動産売上高が前年同四半期比減少となったことにより、その他の営業収益は前年

同四半期比8,218千円（4.0％）の減少となりました。

金融費用は、期中平均有利子負債残高が前年同四半期比2.9％の減少となったこと等により、前年同四半期比

20,079千円（9.3％）の減少となりました。売上原価は、不動産売上高の減少と連動して前年同四半期比19,232千円

（75.0％）の減少となりました。その他の営業費用は、退職給付制度を確定拠出年金制度から退職一時金制度へ移

行したことに伴う退職給付費用の増加が主たる要因となり前年同四半期比20,873千円（6.5％）の増加となりまし

た。

特別利益は、賃貸不動産として所有しておりました土地の売却による固定資産売却益の計上等により、11,991千

円となりました。

以上の結果、当第１四半期累計期間における業績は、営業収益は1,276,469千円（前年同四半期比5.5％減）、営業

費用は543,368千円（同3.3％減）となり、営業利益は733,100千円（同7.1％減）、経常利益は734,058千円（同7.1

％減）、四半期純利益は438,295千円（同2.5％減）となりました。

なお、当社は不動産担保ローン事業の単一セグメントであるため、セグメントに関連付けた記載は行っておりま

せん。

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

該当事項はありません。
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(4）営業の状況

①　営業収益の状況

当第１四半期累計期間の営業収益をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

前年同四半期比（％）

不動産担保ローン事業 （千円） 1,276,469 △5.5

報告セグメント計 （千円） 1,276,469 △5.5

合計 （千円） 1,276,469 △5.5

（注）消費税等につきましては、税込方式で表示しております。

　

②　営業貸付金増減額及び残高

区分

前第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

金額（千円） 金額（千円）

期首残高 48,371,353 48,455,338

期中貸付額 4,785,500 5,838,600

期中回収額 4,163,807 4,488,876

破産更生債権等振替額 － －

貸倒償却額 － －

四半期会計期間末残高 48,993,045 49,805,062

平均貸付金残高 49,007,776 49,588,211
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③　営業貸付金残高の内訳

利率別貸付金残高

利率別

前第１四半期会計期間末
（平成23年６月30日）

当第１四半期会計期間末
（平成24年６月30日）

件数 残高（千円） 件数 残高（千円）

　
構成
割合
（％）

　
構成
割合
（％）

　
構成
割合
（％）

　
構成
割合
（％）

7.0％以下 119 3.0 2,556,8105.2 300 7.3 7,596,60715.3

7.0％超　　 8.0％以下 126 3.1 4,706,3449.6 166 4.1 5,866,59911.8

8.0％超　　 9.0％以下 1,18629.222,224,92845.41,46535.722,631,19245.4

9.0％超　　10.0％以下 2,41959.618,956,89238.72,03549.613,405,30026.9

10.0％超　　11.0％以下 159 3.9 440,4160.9 114 2.8 264,6440.5

11.0％超　　12.0％以下 16 0.4 33,9360.1 10 0.3 24,4440.1

12.0％超　　13.0％以下 13 0.3 42,3570.1 5 0.1 8,8920.0

13.0％超　　14.0％以下 17 0.4 27,4960.0 6 0.1 5,2920.0

14.0％超　　15.0％以下 3 0.1 3,8620.0 1 0.0 2,0880.0

合計 4,058100.048,993,045100.04,102100.049,805,062100.0

（注）件数は同一顧客の場合でも契約が異なる場合は１件として計算しておりますので、顧客数での表示とは相違があり

ます。

　

④　調達実績

借入先別内訳

借入先別

前第１四半期会計期間末
（平成23年６月30日）

当第１四半期会計期間末
（平成24年６月30日）

調達額
(千円)

返済額
(千円)

四半期末残高
(千円)

調達額
(千円)

返済額
(千円)

四半期末残高
(千円)

都市銀行 500,000327,2003,784,399700,000394,2003,208,599

地方銀行 500,000944,6367,821,614307,0001,210,3409,056,791

外国銀行 － 400,000400,000 － － －

信託銀行 600,000886,3793,085,381400,000512,1662,117,900

その他銀行 1,700,000471,5003,859,000700,000646,5003,839,500

事業会社 239,8081,304,5948,761,697319,5001,443,3938,377,534

関係会社 － － － 1,000,000 － 1,000,000

合計 3,539,8084,334,30927,712,0933,426,5004,206,60127,600,326
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種　　類 発行可能株式総数（株）

普通株式 360,000

計 360,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年８月３日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 109,935 109,935
東京証券取引所
（市場第一部）

当社は単元株制度は採
用しておりません。

計 109,935 109,935 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株)

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

－ 109,935 － 2,307,848 － －

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

①【発行済株式】

平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　15 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　 109,920 109,920 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 109,935 － －

総株主の議決権 － 109,920 －

　

②【自己株式等】

平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社アサックス
東京都渋谷区広尾
一丁目３番14号

15 － 15 0.01

計 － 15 － 15 0.01

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

　

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）及び「特定金融会社等の会計の整理に関する命令」（平成11年総理府・大蔵省令第32号）に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成24年４月１日から平成24年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.9％

売上高基準 －％

利益基準 －％

利益剰余金基準 －％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,756,399 2,139,031

営業貸付金 48,455,338 49,805,062

販売用不動産 52,253 53,481

前払費用 50,387 57,586

繰延税金資産 102,295 67,343

その他 57,967 83,952

貸倒引当金 △154,600 △158,900

流動資産合計 51,320,043 52,047,557

固定資産

有形固定資産 143,413 124,818

無形固定資産 27,465 26,148

投資その他の資産

破産更生債権等 2,537 2,193

その他 506,948 1,015,381

貸倒引当金 △16,200 △15,800

投資その他の資産合計 493,285 1,001,775

固定資産合計 664,164 1,152,742

資産合計 51,984,208 53,200,300

負債の部

流動負債

短期借入金 250,544 958,243

1年以内返済予定の長期借入金 13,668,870 12,277,764

1年内返済予定の関係会社長期借入金 － 1,000,000

コマーシャル・ペーパー 599,198 1,894,338

未払金 20,293 34,958

未払費用 50,735 58,409

未払法人税等 455,957 281,006

預り金 29,780 53,923

前受収益 181,626 193,932

賞与引当金 21,227 38,695

利息返還損失引当金 13,400 14,000

その他 2,520 500,000

流動負債合計 15,294,154 17,305,271

固定負債

長期借入金 14,461,012 13,364,318

役員退職慰労引当金 973,300 981,013

退職給付引当金 － 20,660

その他 489 369

固定負債合計 15,434,801 14,366,361

負債合計 30,728,956 31,671,633
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,307,848 2,307,848

利益剰余金 18,948,653 19,222,069

自己株式 △1,250 △1,250

株主資本合計 21,255,251 21,528,667

純資産合計 21,255,251 21,528,667

負債純資産合計 51,984,208 53,200,300
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

営業収益

営業貸付金利息 1,144,334 1,078,208

その他の営業収益 206,479 198,261

営業収益合計 1,350,813 1,276,469

営業費用

金融費用 216,464 196,384

売上原価 25,648 6,415

その他の営業費用 319,695 340,569

営業費用合計 561,807 543,368

営業利益 789,006 733,100

営業外収益

受取利息 11 8

受取手数料 32 41

償却債権取立益 30 40

雑収入 998 867

営業外収益合計 1,072 957

経常利益 790,078 734,058

特別利益

固定資産売却益 － 11,991

特別利益合計 － 11,991

特別損失

固定資産除却損 81 －

特別損失合計 81 －

税引前四半期純利益 789,997 746,050

法人税、住民税及び事業税 309,625 282,371

法人税等調整額 31,045 25,383

法人税等合計 340,670 307,754

四半期純利益 449,326 438,295
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産に

ついて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる当第１四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。

　

【追加情報】

当社は、従来確定拠出年金制度を採用しておりましたが、平成24年６月１日に退職一時金制度に変更いたしまし

た。

これに伴い、第１四半期会計期間末現在における退職給付引当金残高は20,660千円となっております。

なお、退職給付債務の算定方法は期末要支給額によっております。

　

【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
　

　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 5,887千円 4,608千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 164,880 1,500平成23年３月31日平成23年６月29日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 164,880 1,500平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、不動産担保ローン事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 4,087円75銭 3,987円40銭

（算定上の基礎） 　 　 　

四半期純利益金額 （千円） 449,326 438,295

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額 （千円） 449,326 438,295

普通株式の期中平均株式数 （株） 109,920 109,920

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書 　

平成24年８月３日

株式会社アサックス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 松本　正一郎　　印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 板谷　秀穂　　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アサッ

クスの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第44期事業年度の第１四半期会計期間（平成24年４月１日から

平成24年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アサックスの平成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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